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技術支援の概要

　林産試験場では技術的な課題を抱えている企業・団体等をサポートするため , 研究成果や知見 , 設備等を用

いた各種技術支援制度を実施しています。

○技術相談

  木材の基本的な性質から高度な加工・利用及びきのこに関する質問等 , 各種の技術的相談にお答えします。

○技術指導

  当場内 , 現地等において企業・団体等の持つ技術的な問題の解決に向けた指導を行います。

○講師等派遣・依頼執筆

  企業・団体等の依頼により , 講演会等の講師や委員会等の委員・アドバイザー等として発表・助言などを行

います。また , 依頼する企業・団体等の刊行物・ホームページ等に掲載するための研究成果や知見に関する原

稿を執筆します。

○設備使用

  企業・団体等の試作品製造や性能測定おいて , 当場が保有する試験・加工設備を利用できます。

○依頼試験

  企業・団体等からの依頼により , 日本工業規格（JIS）や日本農林規格（JAS）の規格等に基づいた試験・分

析・測定等を行い , 成績書を交付します。

○技術研修

  要望に応じて , 基礎から製品開発までの幅広い段階における技術習得研修を実施します。

技術相談

　平成 30 年度の相談件数は総数で 724 件でした。これを部門別に示すと次のとおりです。
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技術指導や講師等派遣・依頼執筆の内容と件数

　技術指導や講師等派遣・依頼執筆は 76 件，延べ 156 人でした。項目別に示すと次のとおりです。

依頼試験

　平成 30 年度の依頼試験は , 木材関連企業等からの依頼により , 木材の材質試験 , 木材の強度試験 , サッシ

の性能試験など ,19 項目 37 件の試験及び分析・鑑定を行いました。

設備使用

　平成 30 年度の木材工業関連企業等による林産試験場の機械設備などの使用件数は 71 件 , 延べ 935 時間（103

日）でした。使用機械は次のとおりです。
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技術研修

　技術研修の受講者は 1 名でした。その内容は次のとおりです。



〔林産試験場年報　平成 30 年度〕

－ 44 －

技術支援の概要

場外委員会活動等

　公共性が高く専門的知識が求められる各種委員会からの委員委嘱等については積極的に応じました。平成

30 年度の委嘱状況は次のとおりです。年度中に委員等を交替している場合は後任者を記載しました。

インターンシップ研修

　インターンシップ研修の受講者は 8 名でした。その内容は次のとおりです。
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研究支援業務の概要

　企業支援部研究調整グループでは，研究を円滑に実施するための支援業務を行っています。以下に，平成

30 年度に実施した業務を示します。


